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卓球をはじめ、スポーツが
盛んな東京都江戸川区。

今回、訪問したＣＴＳジュニアは、
同区で活動するクラブチームだ。
小・中学生、計 33 人が在籍し、
練習場所は中学校の体育館や、

地域のスポーツ施設と独自の活動で、
毎年のように区や都大会の上位へ進出。

これだけの大人数をいかに指導し、
どのように練習を積んでいるのか。

練習風景をのぞいてきた。
（取材日／ 2013 年７月 28 日）

取材・構成／編集部　写真／矢野寿明

　東京都江戸川区で活動している小・中学生が指導対象のク
ラブチーム。現在は小学生８名、中学生 25 名の計 33 名が在
籍している。活動日は月・金曜日（19 〜 21 時）と土・日・
祝日（９〜 16 時 30 分）。練習場所は江戸川区立清新第二中
学校の体育館を使用するほか、地域のスポーツ施設で行なう
ことも。指導者は秩父良三監督のみだが、複数のＯＢが練習
に参加してコーチを務めているので、全選手に指導が行き届
いている。
　創設は今から 22 年前の 1991 年。秩父監督が外部コーチと
なり清新第二中学校卓球部が創部。それと共に他校の選手や
小学生も指導できるよう「秩父（Ｃ）テーブルテニス（Ｔ）スクー
ル（Ｓ）」の活動もスタートさせた。その経緯から現在も、清
新第二中との合同練習を行なっている。そうした活動で、98
年に男子団体が全国ホープス大会に初出場、2002 年には全日
本選手権男子ホープス帯広大会の都代表に。中学生も中体連
の区や都大会で、毎年のように上位進出を果たしている。

クラブには千葉県浦安市など、近隣から通う選手も。
学年や技術の差に関わらず「全員」で切磋琢磨し合う

チームプロフィール

みんなで教え合い
楽しくうまくなる！

「ジュニ卓」チーム訪問 
We ♡ Table Tennis!

東京
ＣＴＳジュニア

見学や体験ＯＫ。連絡先…090-4520-2103
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う
ま
く
な
り
た
い
。
そ
の
気
持
ち
は

誰
も
が
持
っ
て
い
る
。
指
導
者
は
、
い
か

に
そ
の
思
い
を
持
ち
続
け
さ
せ
て
あ
げ

ら
れ
る
か
。
秩
父
監
督
が
大
事
に
し
て

い
る
の
は
「
気
持
ち
」
の
サ
ポ
ー
ト
だ
。

初
心
者
と
上
級
者
で
は
別
の
台
で
練

習
を
行
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
す
ぐ

近
く
で
練
習
し
て
い
る
の
で
、
初
心
者
は

自
然
と
先
輩
に
憧
れ
を
持
つ
。
そ
の
反
面
、

基
本
が
で
き
て
い
な
い
の
に
、
先
輩
の
真

似
を
し
て
し
ま
う
子
も
多
い
そ
う
だ
。

そ
こ
で
、
注
意
し
て
い
る
の
は
、
誰
で
も

初
心
者(

ビ
ギ
ナ
ー)

だ
っ
た
こ
と
を
理

解
さ
せ
る
こ
と
。
先
輩
の
プ
レ
ー
を
見
せ

な
が
ら
秩
父
監
督
は
、
こ
う
話
す
。

「
先
輩
た
ち
も
、
君
た
ち
と
同
じ
よ
う

に
最
初
は
全
然
で
き
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。

基
本
練
習
を
し
た
か
ら
今
み
た
い
な
プ

レ
ー
が
で
き
る
。
だ
か
ら
一
生
懸
命
練
習

す
れ
ば
、先
輩
た
ち
み
た
い
に
な
れ
る
よ
」

そ
の
上
で
、
初
心
者
は
球
つ
き
や
ラ

ケ
ッ
ト
上
で
の
ボ
ー
ル
転
が
し
な
ど
、
ボ

ー
ル
に
慣
れ
る
基
本
練
習
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

そ
し
て
、
球
つ
き
の
回
数
な
ど
、
自
己
記

録
に
挑
戦
さ
せ
る
。
人
と
比
べ
ず
、
ゆ
っ

く
り
と
基
礎
を
固
め
つ
つ
、
練
習
が
飽

初
心
者
と
上
級
者
は
、
別
々
の
台
で

練
習
す
る
こ
と
が
多
い
が
、「
そ
れ
だ
け

で
は
差
が
縮
ま
ら
な
い
」
と
、
秩
父
監

督
は
合
同
練
習
の
時
間
も
設
け
て
い
る
。

特
徴
的
な
の
は
、
初
心
者
が
上
級
者

を
指
名
し
て
ペ
ア
を
組
む
練
習
だ
。
フ
ォ

ア
や
バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
な
ど
の
テ
ー
マ
を
設

け
、
ラ
リ
ー
が
何
球
続
く
か
な
ど
、
先

輩
と
一
緒
に
記
録
に
挑
戦
。
ま
た
、
サ
ー

ブ
や
レ
シ
ー
ブ
な
ど
先
輩
が
初
心
者
に

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
す
る
練
習
も
行
な

っ
て
い
る
。

こ
の
ペ
ア
練
習
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
何
も

初
心
者
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
上
級

子
供
心
を
理
解
し

や
る
気
を
与
え
る

上
級
者
を
指
名
し 

全
員
で
高
め
合
う

き
な
い
工
夫
も
施
し
て
い
る
の
だ
。

そ
う
し
て
ボ
ー
ル
に
慣
れ
た
ら
、
３
段

階
に
分
け
た
次
の
課
題
を
与
え
て
い
く
。

①
正
し
い
フ
ォ
ー
ム
を
身
に
つ
け
る

②
速
い
ボ
ー
ル
を
打
て
る
よ
う
に
す
る

③
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
え
る
よ
う
に
す
る

「
正
し
い
フ
ォ
ー
ム
は
何
よ
り
大
事
。
で

も
、
ど
ん
な
に
フ
ォ
ー
ム
が
き
れ
い
で
も
、

強
い
ボ
ー
ル
を
打
て
る
よ
う
に
な
れ
な
け

れ
ば
、
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
生
か
す
に
は
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

必
要
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
」
と
秩
父
監
督
。

子
供
心
を
理
解
し
て
、
基
本
か
ら
丁

寧
に
指
導
し
て
い
る
。

秩父良三 監督
秋田商でインターハイ出場の
実績を持つ秩父監督。多球練
習では球出しを行うなど、子
供と一緒にプレーしながら熱
心に指導している

隣の台でプレーす
る先輩を目標に、
飽きやすい基礎練
習にも熱が入る初
心者。球つきなの
回数などを競わせ
るなど、秩父監督
が工夫を施してい
るので子供たちは
この笑顔だ

1

２

指導方針秩父監督のこだわりや
チームの特色をお聞きしました！

者
に
も
刺
激
を
与
え
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
の
だ
。
と
い
う
の
も
指
名
は
、
う

ま
い
選
手
か
ら
順
々
に
さ
れ
て
い
く
。
こ

れ
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
秩
父
監
督
は

話
す
。

「
選
ば
れ
る
こ
と
で
、
見
ら
れ
て
い
る
と

い
う
の
を
自
覚
さ
せ
る
。
そ
し
て
指
名

さ
れ
る
と
い
う
の
は
好
評
価
と
い
う
こ
と

で
す
か
ら
、
選
手
は
自
信
へ
と
変
わ
り
ま

す
。
逆
に
指
名
さ
れ
な
い
選
手
は
、
う

ま
く
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
。
指
導
者
が

『
も
っ
と
練
習
が
必
要
だ
』
と
言
う
の
で

は
な
く
て
、
自
分
で
『
も
っ
と
練
習
し
な

く
ち
ゃ
』
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
く
の
で

す
」さ

ら
に
、
初
心
者
に
教
え
る
こ
と
で
、

上
級
者
が
逆
に
教
わ
る
こ
と
も
。「
基
本

や
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
る
こ
と
は
、
自
分
の

技
術
の
見
直
し
に
も
な
り
ま
す
」
と
異

口
同
音
に
語
る
上
級
者
た
ち
。
力
の
差

に
関
わ
ら
ず
「
全
員
で
う
ま
く
な
る
」

練
習
を
行
な
っ
て
い
る
の
だ
。

上級者を指名してペアで練習する時間も。自ら先輩
を指名することで、初心者は積極性をも身に着けて
いく
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Ｃ
Ｔ
Ｓ
ジ
ュ
ニ
ア
の
選
手
た
ち
は
練
習

後
に
、
各
自
で
卓
球
ノ
ー
ト
を
付
け
て
い

る
。
そ
の
日
の
調
子
や
練
習
メ
ニ
ュ
ー
。

ど
の
先
輩
と
、
ど
ん
な
練
習
し
た
の
か
な

ど
を
記
入
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
課
題
を

理
解
し
、
自
己
反
省
を
し
て
い
る
。
秩
父

監
督
へ
の
提
出
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な

い
が
、
ど
の
選
手
の
ノ
ー
ト
も
き
れ
い
に

細
か
く
書
か
れ
て
い
た
。

「
練
習
に
対
す
る
意
識
が
大
切
で
す
よ

ね
。
自
分
の
課
題
は
何
？　

と
聞
い
て
、

す
ぐ
に
答
え
ら
れ
る
子
供
は
、
し
っ
か
り

意
識
を
持
っ
て
練
習
し

て
い
る
証
拠
で
す
。
そ

う
い
う
子
は
上
達
も
早

い
。
指
導
者
が
『
こ
う

し
な
さ
い
』
と
言
う
よ

り
、
ず
っ
と
効
果
的
だ

と
思
い
ま
す
よ
」

上
達
す
る
に
つ
れ
、

ノ
ー
ト
に
書
か
れ
る
内

容
も
戦
術
的
な
こ
と
へ

と
変
化
し
て
い
く
こ
と

も
。
向
上
心
が
、
そ
の

ま
ま
ノ
ー
ト
に
写
し
だ

さ
れ
て
い
る
。

欠
か
さ
ぬ
自
己
反
省

ノ
ー
ト
で
意
識
増
！

３

各自のノートには技術や戦
術など、自分の課題が細か
くきれいに書かれている

——クラブの良いところは？
「一部の人だけじゃなくて、みんなで練習し
て、みんなで上達していくとところです」
——得意＆苦手なプレーは？

「得意なのはフォアハンドのドライブです。ド
ライブが苦手なので、それを課題にして練習
しています」
——憧れの選手は誰かいますか？

「水谷隼選手です。いろんなプレーができる
ところがすごいと思います」

——秩父監督はどんなことを教えてくれる？
「技術だけじゃなくて、礼儀やマナー。試合
に挑むための精神面も教えてくれます」
——卓球ノートを付けてみての感想は？

「読み返せるのが良いです。「あぁ、これ忘
れてたな」と、思い出させてくれます」
——参考にしている選手はいますか？

「石川佳純選手です。いつも落ち着いてプ
レーしているので、私も平常心でプレーで
きるようになりたいです」

——クラブの特徴は？
「基本的な練習が多いけど、メニュー数も多
いので、飽きずに多くの技術が身につきま
す」
——コーチからかけられた印象的な言葉は？

「『試合はＭＡＸで戦え』です。あとは『自
分がピンチのときは、相手もピンチ』とか、
精神的なことが多いです」
——得意なプレーと今後の目標は？

「３球目攻撃が得意です。両ハンドプレー
ヤーになって、関東大会出場が目標です」

——卓球をはじめたきっかけは？
「お父さん、お母さん、お兄ちゃんと、家族
全員がやっていたことが、きっかけです」
——家で自主練はしていますか？

「はい。ドライブが苦手なので、克服できる
ように、イメージして素振りをしています」
——目指しているプレースタイルは？

「先輩の小山（美咲）さんみたいに、速いボー
ルを打てて、フットワークが軽快な選手に
なりたいです」

——クラブに入ったきっかけは？
「友達に誘われたからです。実際に卓球をし
てみると、見ている時よりも面白かったで
す」
——どんな所が面白かった？

「最初はボールを入れるので精一杯でしたけ
ど、強打をしたりとか、頭を使った作戦的
なところです」
——秩父コーチは、どんな指導者？

「最初は怖いイメージでした。でも、怖いと
いうより熱血的で、優しく教えてくれます」

——後輩の指導をして気づくことは？
「自分も先輩に教えてもらっていたので、同
じように教えてあげたいし、教えることで
１球１球の大切さに気づきます」
——得意なプレーは？

「今は、まだないです。試合で一番使うドラ
イブが得意になれるように練習しています」
——今後の目標を教えてください

「高校に行っても卓球を続けて、良い成績を
残したいです」

「ジュニ卓」チーム訪問 
We ♡ Table Tennis!
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卓球歴9年

卓球歴４年

卓球歴5年

卓球歴６年

卓球歴7年

中学生・男女６人にインタビュー選手に聞きました！
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ドライブ

サーブ ゲーム

お昼

ペア
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１対３でドライブを打ち合
う連続ドライブ練習。１人
の方はミスが３人を相手に
するので忍耐力、入れ替わ
る３人の方は集中力が身に
着く。また３人組は、上・中・
初心者を組ませ「見て学ば
せる」ことも狙いのひとつ

「サーブ→レシーブ→３球目攻撃」を
ワンセットとして行なう。時間も場
所も限られているので、１つの技術
に限ったメニューをこなすよりも効
率的に練習している

負けたら交代や、ラリーの回数を他
の台のペアと競うなど、ゲーム練習
はバリエーションが豊富。楽しみな
がらも緊張感を与えている

たくさん練習した
後は食も進む。午
後の練習に備え、
箸が止まらない !?
　休憩中は学年問
わず和気あいあい。
カメラを見つける
と全員でピースサ
イン！

複数のＯＢが参加して、
球出しなどのサポートも

ランニング、柔軟体操を終え、
基本練習からスタート。５台
のうち、４台は一球練習で、

「フォア」「バック」「切り替
えし」の３種類を５分２セッ
ト行なう。残りの１台では、
多球練習。バック×２→フォ
ア×２→スマッシュと、フッ
トワークも同時に養っていく

最後は、みんなで一礼。この後に各自、ノートに反省
点などを記入する

午後は初心者が上
級者を指名して行
なうペア練習。ペ
アを変えながら、
午前中のメニュー
をこなしていく

基本練習

練習紹介！ 
どれも１メニュー30分。
子供の集中力も考慮してメニューを組んでいる。
（清新第二中で行なわれたものからピックアップしました）

CTSジュニア 東京


